白田 由香利(しろた ゆかり)  
＜担当科目＞
学　部: 情報マネジメント，経営数学I・Ⅱ，経営学特殊講義（データベース・システム構築論I・Ⅱ), 
経営学特殊講義(経営数学基礎Ⅰ)，演習(4年生)，演習(3年生)，演習(2年生)，経営入門演習 

大学院: 経営科学特殊研究Ⅲ・Ⅳ，　経営科学演習I・Ⅳ
＜略歴＞
1977年 3月　学習院女子中等科・高等科卒業
1983年 3月　学習院大学理学部物理学科大学院修士課程修了
1986年 3月　東京大学理学部情報科学科大学院修士課程修了
1989年 3月　東京大学理学部情報科学科大学院博士課程修了
   理学博士号取得
企業にて約10年の研究生活の後，
2001年4月　学習院大学経済学部　助教授

2002年4月　学習院大学経済学部　教授
　なお，2006年9月～2007年3月，イギリス　オックスフォード大学　客員研究員．

＜研究分野＞
経営におけるデータベース・システムの活用
＜主要業績＞

受賞
2007年度　日本経営数学会　奨励賞　「経営数学教育用Web教材の開発」
著書
· 「はじめてのUNIXの本」，シュプリンガー，1982．(英訳，独訳，韓国語訳有り)
· 「データベースおもしろ講座」(共著)，共立出版，1993．(第２8刷り)
論文等
· “A Piece of Advice on Development of Virtual Museums of Musical Instruments –Proposals for Educational Use of Museum of Musical Instruments –”, DEWS (Data Engineering Workshop) 2008.

· “Proposal for Analysis of Likes and Dislikes about Musical Instrument Sounds”, DEWS (Data Engineering Workshop) 2008.
· “Virtual Learning Environment for e-Math System”, Annual Report of Gakushuin University Research Institute for Economics and Management, Vol. 20, 2007．
· 「オックスフォード大学仮想教育環境 WebLearnの報告　－イギリスのVLEシステム－」，DBWS　2007 ，情報処理学会研究報告，2007-DBS-143(14), Jul. 2007, pp. 79-84.
· 「数学用Web教材の効率的生成方法」，日本経営数学会誌，Vol. 27, No. 2, 2006年, pp. 71-81.

· A Panelist of Session on ``Perspective - Computer Graphics in Europe and Japan，" ACM SIGGRAPH '85 Conf． July 22-26，1985，S.F, California．
＜学外での活動＞
所属学会：　
日本経営数学会　監事(2005年度から2006年度），理事 (2007年6月から）
日本データベース学会　理事 (2002年7月より2005年度まで） 
日本データベース学会レターズ　編集委員(2002年7月より2004年度まで）
日本生産管理学会　理事(2003年度より2007年4月まで） 
電子情報通信学会　データ工学専門研究会　副委員長 （2005年度）
情報処理学会論文誌: データベース(IPSJ TOD) 編集委員（2005年度） 

＜経営学科の皆様へのメッセージ＞
新入生の皆様，ご入学おめでとうございます．大学は勉強をする所ですので大学では是非とも勉強にも，励んで頂きたいと思います．人間「いつまでも自分は若く，時間は豊富にある」ように思いがちでありますが，そんなことはありません．社会に出てさまざまな責任を背負っていくようになりますと「自分は勉強をしたいのだが，そうすると他の人（家族や会社の部下の人たち等々）の生活が窮する」という場面に直面するでしょう．また，思いもかけない事態が起こり勉強を続けることができなくなる，ということもあるかもしれません．勉強できる恵まれた環境のとき，しっかり勉強しておくべきでしょう．

私は2006年度，英国　オックスフォード大で客員研究員をして参りましたが，そこでの研究テーマのひとつは，オックスフォードの楽器博物館のWeb作成の支援でした．（私の専門はデータベースで，楽器学は門外漢です．）オックスフォードには有名な楽器博物館として，Bate CollectionおよびPitt Rivers Museum(PRM)があります．私が指導を受けたのは，Dr Hélène La Rueとおっしゃるオックスフォード大学　音楽学部Lecturerかつ，BateとPRM楽器部門の筆頭Curatorでもあるという楽器学の世界的権威のかたでした．そのかたの近くで展示品のclavichordの演奏を聞かせて頂いたり，楽器についてのお話あれこれを伺うことは大変楽しく，今までデータベースの研究をがんばってきて本当によかった，と思えるような素晴らしいものでした．Dr La Rueの理想の「楽器に関するWebページ」，その夢のＷｅｂページのrequirementsなどのお話を伺い，今後もずっとお手伝いさせて頂きたいと思っていた矢先，2007年7月に突然の悲しい訃報が届きました．これは本当に私にとってショックなできごとで，しばし言葉がでませんでした．オックスフォードにいる間にもっともっと色々なことを教えて頂きたかったと悔やまれます．先生ご自身もこれから発展させたい研究が多数おありであったと思います．この突然の幕切れはあまりに残念でなりません．

皆様が今，肝に銘じるべきは，今の恵まれた学習・研究環境はずっと続くものではない，ということです．勉強でなくてもいいですから，とにかく自分のしたいことを今アクティブに行うべきだと私は思います．大学生活の時間は有限で，すぐに終わりが来ます．後から悔やんでも取り返しがつきません． やれるときに，頑張る．とにかく将来自分のやりたいことを見つけるために，今はアクセク動くことだと思います．何をしていいか方向が見えない人は，とりあえず，目の前にある授業に集中しつつ，自分の方向を見つけるようにしてください．
＜講義・演習の方針＞

　私の担当する講義に共通するキーワードは，データベース構築と経営数学です．経営者として，自分でデータベースを操作し，膨大なデータの中から，利潤につながるセオリーを自分の手で見つけ出していけるスキルを身に付けて頂けたら幸いです．第一に必要なことは，Web上でのデータベースの操作，アクセスなどのデータベース操作という技術的基礎を修得する．次に，統計の数学的知識を使い，データベース上での分析を行うスキルを修得することです．白田ゼミでは，Web上でのデータベース構築という技術面だけでなく，最低限必要な統計の初歩を勉強します．統計が必要なわけは，いくらSPSSやExcelが統計処理をしてくれたとしても，多少の統計的知識がないと，そのデータを理解することができないからです．数学というと，皆様は躊躇なさるかもしれませんが，数学の知識は重要です．社会にでてからも，数学の知識があると，世の中を分析する能力が高くなります．大学に入った今を契機として，どうぞチャレンジしてみてください．

数学のスキルを修得するための私の担当講義としては，経営数学Ⅰ・Ⅱ（1年次から），私の担当する経営入門演習（１年），経営学特殊講義（経営数学基礎Ⅰ）（3年次から）があります．経営数学Ⅰ・Ⅱは，数Ⅰから数Ⅲまでの内容プラス偏微分を技術的に使って，主に経営数学の最適化問題（利潤最大化，生産コスト最小化など）を扱っていきます．講義形式です．それに対し，後者の２つの科目は，コンピュータを使った演習がメインとなります．学習院大のキャンパス内では，Maple（メープル）という数学ソフトウェアが利用できます．Mapleでは方程式を解くこと，グラフ描画などが可能です．連立方程式を代数的に計算で解いた後，視覚的にその点を確かめるという，２つの方法を駆使することで，数学に対する理解が深まるでしょう．数Ⅲはまったくやっていないという人も多いでしょうから，数Ⅰ，数Ⅱの復習から始め,数Ⅲの内容も含めます．今まで分からなかったことも，新しいMapleによるビジュアルな説明を見ることで，分かるようになることを期待しております．

私の担当講義群の最終目的は，「Web上にデータベース・システムを構築して，データを収集．そのデータをデータ操作によって統計用データベースとして使えるようにしてから，そのデータに対して各種データ解析ツールを駆使して分析や推測を行なえるような，データベースを駆使できる経営者的スキルを修得する」ことです．

＜研究テーマ＞

　私はe-Mathという経営数学用Web教材自動作成システムを自作して講義に使っていますが，こうしたe-Learning系の研究がひとつです．また，統計データベース系研究としては，好き・嫌いといった感性的な嗜好に関する分析を行う研究をしています．それから，博物館をWeb上に構築するバーチャル博物館の研究も行っています．オックスフォードからの継続テーマとして，楽器博物館のバーチャル博物館をどう作れば7歳から11歳くらいの子供の教育に効果的であるか，というテーマに興味があります．


